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教授関谷 全教授須田信英

論文内容の要旨

本論文は熱中性子炉，とりわけ従来から相関解析による反応度測定が困難とされてきた黒鉛炉や重

水炉のような長中性子寿命炉を重点的対象に選び，極性相関法による種々の実験を行なって，その適

用性を検討したもので， 6 章から構成され， 2 篇の付録を有している。

第 1 章では種々の炉雑音解析法の分類とそれらの特徴を概説し，極性相関法の位置づけを行なって

いる。第 2 章では原子炉内の中性子の計数率ゆらぎを F. de Hoffman による確率論的方法で記述し，

パルス相関法，アナログ相関法を経て極性相関法が導入されるまでの経過を系統的に表現し，手法相

互間の関連を明らかにした後に，測定結果での S/N比を大きくでき，かつ実験の容易なフラッシュ

スタート法として，ゆらぎを符号化近似する条件付極性相関法を提案している。第 3 章では極性相関

法を使った黒鉛炉SHEの動特性パラメータ(3/ R， 値と炉停止余裕反応度の測定結果や軽水炉JMTRC

や燃焼の進んだ燃料を有する JRR-4 でのバ/R， 値の測定結果がパルス中性子法による測定結果と広

範な反応度範凶 (0 ~ー12 ドル)で一致することを実証している。第 4 章では条件付き極性相関法の

実験を SHEで行なって実験データの理論値との一致を確かめたこと，および極性相関法による測定

値との一致が得られたことから，条件付法による符号化近似の妥当性を示している。第 5 章ではパル

ス中性子法，ロツド・ドロップ法および中性子源増倍法により大きな負反応度領域での反応度測定に

おける空間依存性を調べ，極性相関法によって炉内の一点で測定した，α 値による大きな負反応度決定

の可能性を示している。第 6 章にわいては，炉内中性子計数率のゆらぎがガウス分布に従うという実

験事実を基にして，極性相関法および条件付極性相関法が簡便な炉雑音解析法として長中性子寿命の

炉にも適用できると結論づけている。
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付録 1 はパルス中性子源を使用した炉内中性子数ゆらぎ模擬装置の考察，付録 2 はパルス周波数変

調器とパルス中性子源を組合せた擬似正弦波状中性子発生装置の考察を報告している。

論文の審査結果の要旨

本論文は原子炉内での中性子計数率ゆらぎの符号化近似による極性相関法および条件付極性相関法

による動特性パラメータ測定の可能性とその応用に関する研究をまとめたものであり，他の動特性パ

ラメータ測定法との比較検討をも実証的に行なっている。その成果を要約すると次の通りである。

(1) これまでの相関法の適用が困難とされてきた長寿命中性子炉においでさえ，この簡便な手法が臨

界状態より高未臨界までの広範囲で適用が可能で、あることを理論と実験の両面より証明している。

(2) 燃焼度の進んだ高 γ 線バックグラウンド炉心や高出力炉での適用性を確め，運転中の炉心での動

特性パラメータ測定より燃料燃焼度推定が可能となることを示している。

(3) 大きな負反応度測定において，他の簡便な測定法では空間依存性が強いが，本手法によれば比較

的その影響をさけ易いことを膨大な実験データから実証している。

以上のように本論文は極性相関法の原子炉動特性測定への応用について，多くの新しい知見を得て

おり，その成果は原子力工学の分野に貢献するところが大きしヨ。よって本論文は博士論文として価値

あるものと認、める。
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